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: 5 x = 25 ⇒ x = 5

x = 5 を ② に 代入 して

3 × 5 - 2 Y = - 1

- 2 は = - 1 15

=
- 16 ⇒ y = 8

よって x = 5
,
y = 8
～

～ y( 6 ) x = 3 のとき
～

Y = # × 32 =

π
m

"

(感シ 9 = 4 xz
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y = 9 のとき
m

- 6

x
"

= 36 ⇒ x =± 6
mm

x の 変 域 は A ≤ x ≡ 3 なので A は 3 以 F

したが , て a = - 6 ⇒ - 6 ≡ x ≡ 3

このとき , Y の 変域は O ≡ Y ≤ 9
: a = -

6

. b =
mmmm

(て ) AB に 対 して 同周角 は

(92 等 しいので
ー

880
0 F

∠ACB = LADB = 92
mm

したがって

\
350

LBDE = 180 -LADBm
= 1800 - 920
= 880
m



OBD E で 三 角形 の 内 角 の 和 は 180
~

なので
L DBC = 1800 - LBED TLBDE )

= 180 - ( 517 ← 88 )

= 350

OBCF で 外角 の 定理 り
～

←
載⑪

Lx = L FBC TLF CB
= 350 ← 92
= 127
mm

( 8 ) 無作為 に 40 個取 り 出 したとき 、
黒玉 3 個

だったので

黒 : 白 = 3 = 37
m m

黒 白 = 40 - 3

黒玉 は 全部 で 50 国個 なので
黒

37
白

3 '

50, ( ↓× 550
50 : ?

したがて 白玉 は

37 × 祭 = 616
.

66…
四捨五入

= 620 個mmm
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さい : 3 の 出 る 目 の 総数は 6 × 6 = 36通り
い ) q = 2 となる 目 の 出方 は

P = 2
, 4 = 2

, 0 = 2

⇒ ( a , b ) = ( 2
.
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3 ) の 3通 り
よって

,
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3⑪ -点
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b = 6 のとき
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66 86 写6

由 で 無限小数 となるのは 4 通 り
m

以上 より 無限小数 となるのは 全部 で 8通 り
よって

,
求 める 確率 は

368 =急



③
( 1 ) 点 B と 平面 ADFC

乂 との 距離

⑤ ⇒ 点 B と 平面ADFC
が 最 も 短 くなる 長 さ

⇒ 点 B から 辺 AC
mm

に 引いた 垂線 と
～～

…

…
…

…
…
…

…

辺 AC との 交点
～

⇒)
m

( 2 )

止 D CHDI は 1組 の 対辺
G\ 感 の長さが等 しく 平行 なので

,

'

/'
8ー.4 平行四辺形

。

;

'
これを 底面 とすると

/

/

( ) より HCIAG なので
9 四角錐 B - CHDI の

∞

2

…?\
I 高 さは BG となる

。

B

D H.
G

I c



ー

\
405
へ DABC で 三平方 の 定理 より

G
」0

8
～

～ 4

/ AC =√826
= 4√5 cm =√8o

DABC の 面積 を

2通りで 表 す 。

m

。 B C を 底辺 としたとき

A C を 底辺としたとき

4 × 8 × 土 = 4√5 × BG × 王
umw

BC を 底辺 mnncを 底辺

式 を 整理すると

32 = 4√5 × BG

∴ BG =

4) 4 で約分
ー

簿 ) 有理化 * ⑤=禁



4√5
ー 平行四辺形 CHDI の

⑦八避 面積 は

ノ 2 Ʃ×4√ 5 =185
～405

底辺 高 さ
。

1 /

'

AC = AD より

ー ェミ AD = 4√5
.

H c

\

8
したがって

求

める 体積 は 9 /
P エ

18√5 × 祭 × す = 48cmm

毋
( ) 大輝 さんが 1 周

走
た 時間 を考 える 。

午前 9時 に 出発 し , 2 周走 り 終 わたのが

午前 9 時 36 分 でありこの 間 に 18分休憩 して

いるので 2 周 走 っていた 時間 は

36 - 18 = 18 分

したがって 1 周 あたり 9 分 である
⇒ 9 分 で 1800 m その 後 18分休憩 しさらに

9 分 で 1 800 m となるグラフを 描 く



⑩

ハ

@

1800
⑧

⑨
⑨ @

〉

9

⑦

～ 27
ー

9 分 18 分 9 分

( 2 ) 休憩後 に 追 いいいた時間 は 上 のグラフの
の 時 間であるる
⇒ 大輝さんの ⑨ のグラフとひなたさんのグラフ

の 交点 を 求 める
。

大輝 さんの ⑨ のグラ g

= axtb とおくと 変化 の 割合 は

x の量
はの増加量

== 200

に欠 関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので

傾 き ( a ) = 200



∴ y = 200 x t b

これが ( 27
,

1800 ) を 通 るので

1800 = 200 × 27 tb

b = - 3600

∴ y = 200 x - 3600
munm

ひなたさんのグラフ
mmuiw

原点 を通 るので Y = Ax とおく
。

( 48
.

3600 ) を通 るので
3600 = 48 a

a = 75
∴ y = 75xmmm

これら 2 つのグラつの 交 点 は

{ Y = 200 x - 3600 ー の

Y = 75 x ー②
② を ① に 代入 して

75 x = 200 x - 3600

- 125 x = 3600

x = 紫 ← 4= 28～
54 分 = 48 秒 なので 答えは *

1分= 分(午後 9 時 28 分 48秒
m

? = 60 × $ = 48



( 3 )

12
⑧

↑

{ 2周目
[

i 1 周目

⑧

⑨
⑤ 泊

耎

…⑦ :

29

午後 9 時 29 分 では 大輝さん, µ なたさん 共 に

2 周 目 を 走 ってる 。

⇒ 2 周 目 を 走 っているグラフを 使う
。

→

*

^)(
↓

大輝
⇒ 1

大輝
←
京平

IA
→ ひなた

A 1800m
'

Uなた

京平 さんは 3600 m の 地 点 から 1800 m の 地点 へ

走 。
ていると考 える 。



京平 さんのグラフ

Y = ax tb とおくと
、

変化 の 割合 は

x の 増加量
はの 増加量=⑪2

150

に欠 関数では 傾 き = 変化の 割合 なのでで
傾 き ( a ) = - 150

∴ y = - 150 x t b

これが ( 29 , 3600 ) を 通 るの

3600 = - 150 × 29 tD
b = 17950

.

: ∴ Y = - 150 x + 795
n～

まず 大輝 さんと 京平 さんが 出会う 場所 を

求 める
y = 200 x - 36⑪ … 大輝 さいの ⑨ のグラー の

y = - 150 x + 7950 … 京平 ±んのグラフ②

② を ① に 代入 して
- 150 x t 17950 = 200 x - 3600

- 350 x = - 11550

x = 33

これを ② に 代入 して

Y = - 150 × 33 + 7950
= 3000
～～

… 大輝 さんと 京平 さんの 出会 う場所



次 に
,
ひなたさんと 京平 さんの 出会 う 場所 を 求める

Y = 75 x ー ③ … ひなたさんのグラフ

y =
- 150 xt 7950 ー④ … 京平 ±んのグラフ

③ を ④ に 代入 して
75 x == 150 x + 7950

225 x = 7950

x =
これを ③ に 代入 して

Y = 75 ×
= 2650 … ひなたさんと 京平 さんの 出会 う場所
…

よって 京平 さんが 大輝 ± んとすれ 違てから , µなた
さんとすれ違うまでに進 んだ 道 のりは

3000 - 2650 = 350mmm



盈
OAEF と OABC において

,

EFIBC より 同位角 が

a

ー 等 しいので
∠ AEF= LABC 一 の ①

〉
∠ AFE = LACB 一 ②

X

X ①
.

② より 2組の 角 がそれ上ーー ぞれ等 しので
OAEFCS OABC

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので
AE : AB = EF :B
m

9 - 3 = 6 9 7

: 9 EF = 42 ⇒ EF = 4 m
～

( 2 )

E F 1 BC より 錯角 が

ー 等 しので
LEDB= ①DBC

a 4 仮定 より
ー .

βー ⑧

X

〉
LEBD =∠ DBC - ②

ー ⑪

⑨
XX

①
,

② より

ーゝ LEDB = LEBD ー③



③ より 底角 が 等 しいので EBD は EB = ED の

= 等辺 三 角形 。 したがて

ED = 3cmmmm

同様に E F 1 BCより 錯角 が 等 しの

LFDC = LDCB - ④

仮定 より

∠ FCD =∠ DCB ー ⑤
④

.
⑤ より

∠ FDC = LFCD - ⑥

⑥ より 底角 が 等 しので OFDC は FD = FC の

ニ 等辺三角形
。

( ) より E F = ⑪ cm なので

FD = F C = 4 - 3 = 5 cm

mm m

平行線 の 性質 より

= AE : EB = AF :FC学 べ

6 35
aー 3 ～- 35
:
: 2 : 1 = AF :

5

5こ
→

一 3
⇒ AF =⑪cmmm'

*

φa
: b =cid



( 3 )

A O DBC と OEBC

において
,
底辺 を BC

とすると 高 さが等 しい

ので
E D

F ODBC =OEBC
面積 が 等 しい

B c

A
ED : DF = 3 : 5

= 9 : 5

DEー⑨～ー⑤、 OEDC とODCF に
F

⑨ ⑤ おいて
、
底辺 をそれぞれ

B C
ED

,
DF とすると

± が 等 いので面積比 は 底辺比 と 等 し …舌

したがて
OEDC : ODCF = 9 : 5

ゃ AF : FC =⑪ : 5
28D

② = 10 : 5

{E D
F = 2 :

1

0
回 ⑤

ノ
B c



OAE F E OFE C で 底辺をそれぞれ AF
.
FC

とすると
, 高 さが 等 しいので 面積 比 は 底辺比

と 等 しい 。 したがて

OAEF : OFEC = 2 : 1
m

1回

∴ OAEF =2

A EF = 3 t ⑤
28日

=⑪cm

DEーコー BC = 17 cm より
F

日 ⑤
EF : BC = 4 .7
*ー = 14 : 21

= 2 : 3

ー ε で 底辺 をそれぞれFECEBFE . , BC
とすると , 高 さが 等しので 面積 比 は 底辺比
と 等 しい 。 したがって

O FEC : L EBC = 2 : 3
.

⑭

: 20 EBC = 4回
OEBC =回



A
したがって

OABC

2回 = 2回 + ⑨+⑤+⑪
E D

F = 6回
回 回

21D
B c

よって

OCFD : LABC = 5 : 63

回
い )

。
右端 の正 三角形 の 数 は 段目数 の 平方数 と

なっており
、

左端 の 正 三 角形 の 数 は 前段目 の 右端 の

正三角形 の 数 にいした 数である



360段←
"

7 段目 37 ⑪
したがって

左端 : 37
,
右端 : 49

mm

(2)

n - 1段目"①
n 段目 ( n - 1

)

t
1 ②

したがって n 段 目 の 左端 と 右端 の 和 は

( n - 1 ) 1 t n
.

これが 1 986となるの

( n - 1
)

t 1 tn = 1986

na - 2nt 1 t 1 tn
2
- 1 986 = 0

2 na - 2 n
- 1984 = 0

n - n
- 992 = 0

( n - 32 ) (n + 31 ) = 0

∴ n = 32 - 31

n ) 0 なので
,
n = 32
mmm


